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委
員
会
別
の
成
立
し
た
法
律
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要
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及
び
本
会
議
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お
け
る
委
員
長
報
告
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議
案
審
議
表
付
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国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

右
は
題
名
を
「
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
修
正

五
五
、
一
〇
、
六

五
六
、
一
〇
、
三
〇

送
　
　
　
付

五
六
、
五
、
二
五

五
六
、
一
〇
、
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〇

可
　
　
決

五
六
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〇
、
三
〇

可
　
　
決

五
六
、
一
〇
、
三
〇

五
六
、
一
一
、
一
二

可
　
　
決

五
六
、
一
一
、
一
三

可
　
　
決

国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
第
九
十
三
回
国
会
閣
法
第
九
号
、
第
九
十
四
回
国
会
衆

議
院
送
付
）
　
（
本
院
継
続
審
査
）

九
十
三
回
国
会
　
　
五
五
、
一
〇
、
　
六
　
内
閣
提
出

衆
継
続
審
査

九
十
四
回
国
会
　
五
六
、
　
四
、
十
六
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

五
、
二
二
　
衆
修
正

五
、
二
五
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

参
継
続
審
査



九
十
五
回
国
会
　
五
六
、
一
〇
、
三
〇
　
参
可
決

一
一
、
一
三
　
衆
可
決

要
旨

本
案
は
、
第
九
十
三
回
国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
で
継
続

審
査
と
な
り
、
第
九
十
四
回
国
会
に
本
院
に
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
提
案
の
理
由
は
、
民
間
事
業
に
お
け
る
退
職
金
の
支
給
の
実

情
に
か
ん
が
み
、
長
期
勤
続
者
等
に
対
す
る
退
職
手
当
の
額
の
引
下

げ
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
自
己
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
場
合
を
除
き
、
職
員
が
二
十
年
以

上
三
十
五
年
以
下
の
期
間
勤
続
し
、
勧
し
よ
う
等
に
よ
り
退
職
し

た
場
合
に
適
用
さ
れ
て
い
る
退
職
手
当
の
額
の
二
割
増
の
特
例
を
、

所
要
の
経
過
措
置
及
び
調
整
措
置
を
講
じ
た
上
、
一
割
増
に
減
額

す
る
。

二
、
職
員
が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
準
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
民
間
事
業
に
お
け
る
退
職
金
の
支
給
の
実
情
、
公

務
員
に
関
す
る
制
度
及
び
そ
の
運
用
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘

案
し
て
総
合
的
に
再
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で
に
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
第
九
十
四
回
国
会
に
お
い
て
衆
議
院
で
、
退
職
手
当
の
額

の
二
割
増
の
特
例
の
減
額
措
置
に
関
し
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
二
年
間
、
二
段
階
で
一
割
増
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る

原
案
を
、
退
職
者
の
生
活
設
計
等
に
急
激
な
変
化
を
与
え
な
い
た
め
、

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
三
年
間
、
三
段
階
で
一
割
増
に
引
き

下
げ
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
原
案
の
題
名
の
変
更
、
旧
プ
ラ
ン
ト
類

輸
出
促
進
臨
時
措
置
法
に
基
づ
く
指
定
機
関
職
員
等
の
在
職
期
間
の

計
算
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

委
員
長
報
告

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
内
閣
委

員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
第
九
十
三
回
国
会
に
提
出
さ
れ
、
衆
議
院
に
お
い

て
継
続
審
査
と
な
り
、
第
九
十
四
回
国
会
に
お
い
て
同
院
で
修
正
議

決
の
後
、
本
院
に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
法
律
案
の
内
容
は
、
長
期
勤
続
後
の
退
職
者
等
に
対
す
る
退
職

手
当
の
額
の
二
割
増
の
特
例
を
所
要
の
経
過
措
置
及
び
調
整
措
置
を

講
じ
た
上
、
一
割
増
に
減
額
す
る
と
と
も
に
、
退
職
手
当
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
民
間
事
業
に
お
け
る
退
職
金
の
支
給
実
情
、
公



務
員
制
度
及
び
そ
の
運
用
状
況
等
を
勘
案
し
て
総
合
的
に
再
検
討
を

行
い
、
そ
の
結
果
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
昭
和
六

十
年
度
ま
で
に
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
退
職
者
の
生
活
設
計
等
に
急
激
な
変

化
を
与
え
な
い
た
め
の
緩
和
措
置
と
し
て
、
政
府
原
案
を
修
正
し
て
、

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
百
分
の
百
十
七
に
、
五
十
八
年
一
月

一
日
か
ら
百
分
の
百
十
三
に
、
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
百
分
の
百

十
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
本
法
律
案
の
題
名
を
国
家
公
務
員
等

退
職
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
改
め
、
国
家
公
務
員
等

退
職
手
当
法
に
新
た
に
附
則
を
設
け
、
旧
プ
ラ
ン
ト
類
輸
出
促
進
臨

時
措
置
法
に
基
づ
く
指
定
機
関
等
へ
の
出
向
職
員
の
在
職
期
間
の
通

算
措
置
を
講
じ
る
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
去
る
二
十
日
、
質
疑
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
内
閣
委
員
会

理
事
会
の
協
議
に
基
づ
き
、
委
員
長
よ
り
政
府
に
申
し
入
れ
て
お
い

た
人
事
院
勧
告
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
中
山
総
理
府
総
務
長
官
よ

り
、
趣
旨
を
踏
ま
え
て
誠
意
を
も
っ
て
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
旨
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
鈴
木
総
理
の
出
席
を
求
め
質
疑
を
行

う
な
ど
、
そ
の
審
査
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
質
疑
の
主
な
も
の
は
、

退
職
手
当
の
性
格
、
退
職
金
調
査
方
法
の
概
要
と
資
料
の
公
表
、
法

案
提
出
と
職
員
団
体
交
渉
と
の
関
係
、
退
職
手
当
の
見
直
し
問
題
、

特
殊
法
人
役
員
の
退
職
手
当
、
生
涯
賃
金
論
等
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を

代
表
し
て
矢
田
部
理
事
よ
り
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議

を
代
表
し
て
伊
江
理
事
よ
り
賛
成
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
安
武

委
員
よ
り
反
対
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
峯
山
委
員
よ
り

賛
成
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
柄
谷
理
事
よ
り
賛
成
の
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
退
職
手
当
制
度
見
直
し
等
に
関
す
る
三
項
目
の
附
帯
決
議

が
全
会
一
致
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




